
 今年度開催された算数・数学科コアティーチャー授業研究会の指導案から授業づくりの参考とな

るポイントを「授業スタンダード」を基にまとめました。これらのポイントを、算数・数学科の授業

づくりに生かしてほしいと思います。 

○ 単元をつくる 

 □ 学習指導要領で教科の目標、単元の位置付けを確認する。 

 

 

 

 

 

 □ 単元の評価規準を作成する。 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 理数教育優秀教員（算数・数学科） 学習指導案から見る授業づくりのポイント 

現行の学習指導要領では、全ての教科等の目標及び内容が「知識及び技能」「思

考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」に整理されました。 

 評価の３観点との違いに注意しましょう。 

基本的に当該学年目標の

（３）の「学びに向かう力，

人間性等」の記述をもとに、

文末を「～している」として

評価規準を作成します。 

「知識・技能」「思考・判断・表現」の評価規準

は、学習指導要領に示された内容をもとに、文末

を「～している」「～することができる」として評

価規準を作成します。 



 □ 働かせる「見方・考え方」を明らかにする 

 

 

 

 □ 教材の系統性を確認する。 

 

 □ 子どもの実態を把握する。 

 

 

 

 

 □ つまずきを想定する。 

 

 

 

単元（授業）で働かせる「数学的な見方・考え方」を教材観のなかで

明記しています。 

小学校の学びや今後の学びを踏まえて、本単元ではどのような資質・能力を育む

のかを考えます。 

学びの主体者である子どもの実態を把握することは授業づくりに欠かせません。

子どものよさや学習への興味・関心、身に付けてきた学習方法や生活経験、既習事

項の定着度などを適切に捉えましょう。 

子どもがどこで、どのようなつまずきをするのか想定し、つまずき（誤答）を生

かす工夫について考えます。 



 □ 単元や内容のまとまりを見通して、大まかな流れや重点（軽重）を確認する。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 単元全体を見通した評価計画を立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力・学習

状況調査の結果を

基に、あえて割合

に関する問題を１

時間設定していま

す。 

全員の学習状況について、総括

の資料とするために、記録に残す

評価を行う機会を「○」として、

上記「・」と区別しています。 

主に「努力を要する」

状況と考えられる児童の

学習状況について、その

後の指導に生かすために

評価する機会を「・」と

して表記しています。 



○ 本時の授業をつくる 

 □ 本時のねらいが達成された具体的な子どもの姿を明確にする。 

 

 

 

 

□ 教材との出合わせ方を工夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの問いを

引き出し、必然性

のあるめあてを設

定することが大切

です。 

 本時では、「で

きる→できる→あ

れ？」の３拍子で

問題を提示する工

夫をしています。 

本時のねらいを達成した子どもの姿を具体的に言語化しています。 

何のためにこの授業を行うのか、目的を明確にすることが大切です。目指すべ

き子どもの姿がはっきりしていれば、適切なコーディネートが可能です。 

場面や状況の

みを提示して、

生徒自身に問題

を見いださせる

ことで、解決の

意欲を高めよう

としています。 



□ 「問い」や「思い」を引き出し、めあてを設定する。 

 

 

 

 □ 子ども一人一人の思いや考えを見取り、支援する。 

 

 

 

 

子どもの困り感からめあてを設定することで、

学ぶ必然性を感じさせようとしていました。 

学習内容として「子どもの反応例」を記述しています。こ

れにより、学習活動を通してどのような理解を子どもに届け

たいのか、イメージを持つことができます。 

拡大して表示したり、何度でもやり直し

たりすることができるタブレットのよさを

生かし、自力解決に取り組ませました。 

教師用タブレットで一人一人の解決状況

を簡単に確認することも可能です。 



 □ 学び合いをコーディネートする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９種類の図形の仲間分けを通して「平行」というキーワード

を出させた後、「どこを見ると平行ってわかるの？」 

と問い返すことで、数学的な見方・考え方を表出させ 

ようとしていました。 

考えを深めさせるために、どんな発問と問い返しが 

効果的かを考えて授業に臨むことが大切です。 

つまずきを生かすことで、学びを深めること

ができます。 

実際の授業では、
10

100
x +

20

100
𝑦 = 528と立式し

たつまずきを取り上げて、式の意味を考えさせ

ました。 



 □ 説明のゴールを明確にし、共有後にアウトプットさせる。 

 

 

「説明することができる」ことをねらいとしている

ので、理想とする説明を指導案に明記することで説明

のゴールを明確にしています。これにより、子ども達

の説明を洗練するためのより効果的な問い返しがし

やすくなります。 

授業では、子ども達の記述がどのように変容してい

ったのかを見取るようにしましょう。 

子ども達は説明を１回聞いただけで、きちんと理解できるとは限りません。 

（わかったつもりになっていることがあります。） 

共有したことや説明したことを、書かせたり、話させたりしてもう一度アウ

トプットさせることが大切です。 

教師が一方的にまとめるのではなく、子

どもとのやりとりを通してまとめようとし

ています。結果だけでなく解決のプロセス

も振り返ってまとめるようにしましょう。 



 □ ねらいに沿った適用問題を設定する。 

 

□ 変容が実感できるまとめ・振り返りの場を工夫する。 

 

 

 

 

 

 

※ まとめで聞いてみましょう！！ 

 

 

 

□ ＩＣＴを活用して、振り返りを充実させる。 

   振り返りの場面でＩＣＴを活用して、まとめさせる取組が見られるようになりました。 

   子ども達が記述した内容を、テキストマイニング 

（文書データの自動分析）をかけることで、クラス 

全体の振り返りを行うことができます。 

   「どのキーワードが大きいと思う？」 

   「どうしてこのキーワードが大きいのかな？」 

などと、発問してみましょう。 

板書をもとに振り返りが行えるようにする

ために、思考過程（見方・考え方）を板書に

残すことが大切です。 

また、振り返りができるノート（シート）

作りのために、キーワードを吟味して板書に

残しましょう。 

本時のねらいに沿った適用問題を設定します。 

子ども達が学びの手応えを感じることができる

ようにすることが大切です。 

今日、どうしてみんなは 

わかるようになったの？ 

（コンピテンシーベースへ） 


